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（２面に続く）

人権問題に関する市民意識調査（令和2年度実施）について
 ■ 主な調査結果の概要
　括弧（）内の数値は、平成 27年度調査の数値
基本的な人権問題に対する意識

第３章 同和問題（部落差別）に関する意識の現状と今後の展望 
３－１．同和問題（部落差別）を知ったきっかけ
問７ あなたが、同和問題（部落差別）について、部落差別をしたり、部落差別の意識を助
長するような言葉や意識を、はじめて知ったのはどういうことがきっかけでしたか。

 

大阪市人権問題に関する市民意識調査大阪市人権問題に関する市民意識調査大阪市人権問題に関する市民意識調査 （一部抜粋）

令和3年6月14日報道発表

（注）平成27年度の1位2位は令和2年度と同じ、3位は、「高齢者の人権」

「人権」に対する関心度（問1）
関心がある、少し関心がある

あまり関心がない、関心がない

69.1パーセント （65.0パーセント）

21.1パーセント （24.6パーセント）

住宅を選ぶ際の特定地域への忌避意識（問6）
項　　目

小学校区が同和地区と同じ区域になる

避けると思う・どちらかといえば避けると思う

同和地区の地域内である 47.7パーセント （54.0パーセント）

38.3パーセント （45.0パーセント）

近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる 39.9パーセント （46.6パーセント）

近隣に外国人が多く住んでいる 35.0パーセント （42.3パーセント）

近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある 30.4パーセント （40.5パーセント）

個別の人権問題に関する基本的な意識の状況（問2）

こどもの人権（いじめや体罰、児童虐待、児童買春、貧困問題など）

個人情報の流出や漏えいの問題

1位

2位

90.5パーセント （89.6パーセント）

項　　目順位 関心がある・少し関心がある

86.5パーセント （84.0パーセント）

新型コロナウイルス感染症に関する人権問題3位 85.7パーセント

（注）同和地区とは…我が国では同和問題（部落差別）の解決に向け、平成14年（2002年）3月に「地域改善対策特定事業に
係る国の財政上の特別措置に関する法律」（以下、「地対財特法」といいます。）が失効するまでの間、同和地区の環境改善や
地区住民の生活向上などに向けた取組が積極的に進められてきました。この調査における「同和地区」とは、地対財特法にお
いて取組を進める対象地域として指定されていた地域をいいます。

　問２に掲げた人権課題の中でとく深刻な問題と考えるものを尋ねたところ、「（2）こどもの人権」
と答えた人の割合が 50.7% と最も高く、次いで「（13）新型コロナウイルス感染症に関する人権
問題」が 30.4%、「（17） インターネットによる人権侵害」が 28.4%となっている。
　男性、女性ともに「（2）こどもの人権」が最も高く、数値は各々48.6％、53.8％となっている。
次いで男性では「（17） インターネットによる人権侵害」が 31.8％、「（13）新型コロナウイルス感
染症に関する人権問題」が 28.4%、女性では（13）新型コロナウイルス感染症に関する人権問題」
が 32.6%、「（17） インターネットによる人権侵害」が 25.8％となっている。
　年齢別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、10 歳代から 70 歳以上まで全ての年代で
「（2）こどもの人権」であり、数値は各々が 50.0%、46.6%、51.4%、52.5%、58.2％、43.1％、
51.4％となっている。【表１－３－２】

　同和問題（部落差別）をはじめて知ったきっかけについて尋ねたところ、「1. 家族や親せきの
話で知った」と答えた人の割合が 18.0% と最も高く、次いで「5. テレビ・映画・新聞・雑誌・
書籍などで知った」が 12.5%、「8.その他」が 12.1%となっている。なお、その他の内容は、「学

【表１－３－２ 性別 とくに深刻な問題と考える人権課題】

【図１-３ とくに深刻な問題と考える人権課題】
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３－２． 同和問題（部落差別）に関する学習経験
問８ あなたは、同和問題（部落差別）について、学習した（または啓発などを受けた）ことがありま
すか。また、それらの機会を通じて、同和問題（部落差別）についてどの程度、理解が深まりました
か。次の（１）～（12）の項目についてそれぞれお答えください。（それぞれ１つに○）
【 問７にて「同和問題（部落差別）について、知らない」と回答された方以外が対象 】

３－４．同和地区の人に対する就職・結婚時の現状イメージと展望
問１０ 現在、就職や結婚等について、同和地区の人への差別は残っていると思いますか。
また、それは、近い将来、なくすことができると思いますか。（それぞれ１つに○）
【 問７にて「同和問題（部落差別）について、知らない」と回答された方以外が対象 】

　同和地区の人への差別は残っていると思うかについて尋ねたところ、就職については「わから
ない」の割合が最も高く 44.0%、次いで「現在も差別は残っているが、近い将来なくすことが
できる」が 23.5%、「現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい」が 18.2%、となっ
ている。
　結婚については「わからない」の割合が最も高く44.1%、次いで「現在も差別は残っているが、
近い将来なくすことができる」が 23.5%、「現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが
難い」が 22.3%となっている。

３－３．同和問題（部落差別）に関する差別意識や偏見に関する現状
（１）同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状
　同和問題（部落差別）に関する差別意識や偏見について尋ねたところ、「現在も残っている」
と答えた人の割合が 32.2% と最も高く、次いで「わからない」が 31.9%、「弱まりつつある」
が 25.4%となっている。
　性別でみると、男性では「現在も残っている」が 32.7%と最も高く、次いで「弱まりつつある」
が 27.8％、「わからない」が 27.1%となっている。
　女性では「わからない」が 35.6% と最も高く、次いで「現在も残っている」が 33.0%、「弱
まりつつある」が 23.5％となっている。

【表３-１-２ 性別・年齢別 同和問題（部落差別）を知ったきっかけ】

【表３－３－１－２ 性別・年齢別 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】

【表３－４－１ 同和地区の人に対する就職・結婚時の現状イメージ】

【図３－４ 同和地区の人に対する就職・結婚時の現状イメージ】

【表３-２-１ 同和問題（部落差別）に関する学習経験】

校の授業」が最も多く、次いで「学校のイベント」「友人から知った」「同和地区が近所にあった」
などがあげられた。
　性別でみると、男性では「1. 家族や親せきの話で知った」が17.1％と最も高く、次いで「5.テレビ・
映画・新聞・雑誌・書籍などで知った」が 12.7%、「3. 学校の同級生などの話で知った」が
9.2%となっている。
　女性では「1. 家族や親せきの話で知った」が 17.7％と最も高く、次いで「8. その他」が
14.6%「5.テレビ・映画・新聞・雑誌・書籍などで知った」が 12.9%、となっている。
　年齢別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、10 歳代、20 歳代、30 歳代、50 歳代、
60 歳代では「1. 家族や親せきの話で知った」であり、数値は各々 16.7%、17.2%、17.1%、
16.4%、21.6%となっており、40 歳代では「8.その他」で 22.9%、70 歳代以上では「5.テレビ・映画・
新聞・雑誌・書籍などで知った」で 20.0% となっている。なお同率で高いのは、10 歳代では
「3. 学校の同級生などの話で知った」「5.テレビ・映画・新聞・雑誌・書籍などで知った」「8.その他」
「10. 部落差別をしたり、部落差別の意識を助長するような言葉や考えを見聞きしたことはない」
「11. 同和問題（部落差別）について、知らない」、20 歳代では「覚ええていない」、30 歳代で
は「8.その他」となっている。【表３－１－２】

　年齢別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、10 歳代では「現在も残っている」と「わ
からない」で、ともに40.0%、20 歳代、60 歳代、70 歳以上では「わからない」であり、数値は各々
38.0%、37.7%、36.5%となっており、30 歳代、40 歳代、50 歳代では「現在も残っている」であり、
数値は各々37.5%、38.3%、38.0%となっている。【表３－３－１－２】


